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高齢者世代は… 
・高い保険料を払うだけで、サービスは使えない           

・使いたいサービスを、使いたい時に使えない  

若い世代は… 
・保険料の負担増 

・家族の介護等のために、仕事を続けられない 

 

第 1章 生活支援体制整備事業の概要 

（1）事業の背景～どうして「生活支援体制整備事業」がうまれたのか！～ 

●少子高齢化により社会保障財政を支える仕組みに危険信号 

皆さんもご存じの通り、少子高齢化が進み高齢者を支える若者の負担が増加。 

以前は、一人の高齢者を複数で支えていましたが、30～40 年後には一人で一人を支える時代が

来ると言われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●お金もかかるし、人手がない 

病気になって身体が不自由になっても、介護保険のサービスを使えば大丈夫！と安心している方も

多いが、高齢化とともに介護を必要とする人が増え、財源や人材の不足によってどの世代にとって

もよくない事態が起きてしまう。 

                 

 

           

 

●介護保険に頼らない備えが必要 

上記にある背景を踏まえると、介護保険に頼らない備えが必要になってきている。 

 

 

 

 

 

しかし・・・ 
時代の流れとともに生活様式が変化し、地域のつながりが薄れている・・・ 

そこで 
2015年（平成27年）に介護保険法改正で創設されたのが 

「生活支援体制整備事業」 

年をとっても誰もが安心して地域で暮らし続けられるよう 

      「支えあいの地域づくり」 を行うもの 

 

 

1965年（昭和40年） 

神輿型（9.1人で支える） 

2012年（平成24年） 

騎馬戦型（2.4人で支える） 

2050年（令和32年） 

肩車型（1.5人で支えられる？） 

具体的には 

・元気に長く暮らすことができるように健康増進に努める 

・日常のちょっとした困りごとを地域で協力し合えるような、お互いさまの関係性をつくる など 
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（2）事業の目的と概要 

この事業は、「高齢者の地域における自立した日常生活の支援及び要介護状態となることの予防又

は要介護状態等の軽減若しくは悪化の防止に係る体制の整備、その他のこれらを促進する」こと（介

護保険法第 115 条の 45 第 2 項第 5 号）とされているが、地域に向けて説明する際には、よりわか

りやすく、身近に感じてもらえるよう、「年をとっても、誰もが安心して地域で暮らし続けられるよう、

『支えあいの地域づくり』を行う」こととしている。 

 

また、推進したい取組の具体例として、「通いの場」「話し合いの場（協議体）」「見守り・声かけ」「生活

支援活動」の４つを例示し、これらの活動を新たに創出したり、既にある活動が広がったりすることで、

地域の中での支えあいを進めていくことを目的としている。 

 

 

地域に「顔見知り」を増やし、 

「お互い様」の気持ちを持ち合うことの再構築が必要！ 
ちょっとした困りごとは地域の中で協力して解決できることが求められている。 

 （例） ・足の悪い方のゴミ出しをご近所で協力し合う。  

・定期的なラジオ体操で健康づくりと元気に過ごせていることを確認！ 

・みんなが通える集いの場を作りおしゃべりなどの交流の機会を持つ等 

このような繋がりは、困ったことが起きたり、災害等の時にも心強い！ 
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第２章 つくば市生活支援体制整備事業について 

 

（１）つくば市生活支援体制整備事業について 
 つくば市では、生活支援体制整備事業での市内全域についての話合いの場を第１層協議体として設

置している。 

また、日常生活圏域（大穂・豊里・谷田部西・谷田部東・桜・筑波・茎崎）を第２層とし、社会福祉協議

会が市から委託を受け、第２層生活支援コーディネーターを配置している。 

各圏域には様々な住民主体の活動があり、第２層生活支援コーディネーターはそれらの活動に対し

ての支援も行っている。 

 

（２）各協議体について 
 第１層協議体では、市内全域を対象とした「地域での支えあいの仕組みづくり」に向けて、各圏域の

第２層協議体の参加者による話合いを行っている。各圏域での取組の共有による好事例の広がりを

目指すとともに、圏域を超えた情報交換を行うことで、つくば市内に共通する地域課題の抽出と、資

源開発を図っていく。 

第２層協議体である各圏域の地域支えあい会議では、各圏域内での「支えあいの地域づくり」につ

いて、民生委員・児童委員、区会関係者、シルバークラブ関係者、ふれあい相談員、地域活動関係者な

ど、地域に関心のある地域住民による話合いを行っている。この会議では、各圏域の地域性に合わせ

て地域での取組や地域資源、困りごと（地域課題）、住民の興味、関心、地域課題解決に向けたアイデア

などさまざまな情報を交換し、地域のなかでどのように取組めるのかについて話合いを行うことで、

資源開発が行われることを目指している。 
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第３章 第２層生活支援コーディネーター（SC）の取組 

 
（1）生活支援コーディネーター（SC）とは・・・ 

別名「地域支えあい推進員」とし、「地域の皆さんと一緒に支えあいを推進する、地域づくりの専 

門員」としている。 

第2層協議体においては、7圏域に第2層生活支援コーディネーターが配置されている。 

 
【令和 6年度】 

圏域 氏名 圏域 氏名 
大穂 大塚 建吾 豊里 長岡 由佳 

谷田部西 堤 あいか 谷田部東 荻生 奈苗 

桜 宮川 洋大 筑波 難波 聡子 

茎崎 小倉 貴之   

 

 

 
（2）生活支援コーディネーターの業務 
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（３）全圏域の生活支援コーディネーターが共通して行った取組 

 
① 地域に関する様々な相談への対応 

～地域の社会資源（人や情報、サービスなど）をつなぐ～ 
➡身近な相談窓口となれるよう、地域の皆さんの悩みに寄り添い、日々情報収集に努めている 

 

【具体的な相談内容】 

  ・地域活動をしたいが、どうしたらいいかわからない・・・ 

   ⇒活動を進めていくための相談対応、助成金制度などの説明や申請の支援を行った。 

 

  ・引っ越してきたばかりで知り合いがいない・・・誰かと交流したい・・・ 

   ⇒ふれあいサロン、シルバークラブなど交流の場の情報提供を行い、既存の活動につなげた。 

   

  ・地域で気になる人（見守ってほしい人）がいる・・・ 

   ⇒見守り専門員（ふれあい相談員）や関係機関（地域包括支援センター等）と連携し見守りや 

サービスにつなげた。 

 

 
② 事業の周知・広報 
➡SNS、紙媒体などでの活動報告をはじめ、様々なイベントや会議で生活支援体制整備事業の 

周知を行った 

 

 【社協通信つくば（ささえあい・つくば）】   【生活支援体制整備事業リーフレット】 

 

 

 

 

 

 

 
  【第 2層 SC インスタグラム】         【イベントでの事業周知ブース】 
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③圏域を越えたテーマ別情報交換会の開催（3テーマ） 
➡同じテーマで活動している団体が地域を越えて交流することにより、 

地域の支えあいの活動の活性化を図る目的として開催 

 
 【テーマ①】 「食を通した支援～配食サービスやこども食堂から考える～」 

開催日：令和６年７月２５日（木） 場所：老人福祉センターとよさと 参加者：２９名 

 

 【内容】 

 ・第 1部 事例発表 

  「本鎌むつみ会 ～ふれあい弁当活動紹介～」（谷田部西圏域） 

  「ミンナのためのこども食堂」（豊里圏域） 

 

 ・第２部 グループワーク 

＊テーマ① グループ内での自己紹介、第１部の報告の感想 

＊テーマ② 食に関する活動について、「地域」や「住民」が出来ること、始められることとは？ 

 

【グループワークからでたアイデア・意見】 

＊誰もが気楽に楽しく交流しながら食事をとれる場所があるとよい。 

＊食の場であり、コミュニケーションの場となっている。 

＊活動場所があっても、気軽に出かけられないことが課題。 

＊ボランティアを口コミで集めるなど、協力者がいることで心強い。 

＊衛生管理が大切。 

＊地区ごとに環境は異なるが、長く続けられる活動ができるとよい。 

 

【参加者からの感想】 

＊お弁当作り、こども食堂ともに素晴らしい活動をされていて感心した。 

＊地域の中で実際に食に関する活動をしている事例を聞けて良かった。 

＊作る側と受け取る側の交流が大事だと感じた。 

＊やる気がある人と活用できる場所が揃えばすぐに始められると感じた。 

＊必要な情報が届かない方がいるので必要な方に届くとよい。 

＊衛生面がやはり心配。 

 

 【まとめ】 

＊食の場を通して関わる人たち（作る人、食べる人、協力してくれる人）が良好なコミュニケーション

をとることが出来る。 

＊取組むためには一定のハードル（場所、人、お金）がある。 
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【テーマ②】 「集いの場」 
開催日：令和６年１１月２６日（火） 場所：老人福祉センターとよさと 参加者：３７名 

 
 【内容】 
 ・第１部 事例発表 

① 「カフェ」タイプ・・・「みずほカフェ」 （谷田部西圏域） 

② 「ぷらっと」タイプ…「竹園ぷらっと」（桜圏域） 

③ 「ふらっとカフェ」タイプ…「けんがくふらっとカフェ」（谷田部東圏域） 

 

 ・第２部 グループワーク 

＊テーマ① グループ内での自己紹介、第１部の報告の感想 

＊テーマ② 「集いの場」について今後の活動のヒントになりそうなこと、情報等の交換 

 

 【グループワークからでたアイデア・意見】 

＊小地域で様々な集いの場が行われており感動！ 

＊一人でいることが多いと認知症のリスクがあるため、若いときから通える場所があるとよい。 

＊「あの人に会いたい」というくらい楽しいことや時間があると、参加したいと思えるのではないか。 

＊若い世代を巻き込むためには、若い世代の人が楽しめるものを考え内容に取り入れるのかよい

のではないか。 

＊ひとり暮らしの男性がなかなか地域活動に参加しないのが課題。 

＊高齢化・免許返納などで、「集いの場にどうやって行けばよいのか」が今後の課題。 

 

 【参加者からの感想】 

＊つくばの地域差をうまく利用した、地域での工夫を知ることができた。 

＊それぞれの団体の悩みを皆で共有することができ、学びがあった。 

＊一人暮らしの人がサロンや活動に参加してもらえるような、良い方法があればよいと思う。 

＊会場が近くにあればふらっと立ち寄れるカフェも良いと感じた。 

＊居場所づくりに関して、多世代で活かせる場があるといいなと思っていたので良かった。 

＊日頃子どもにふれることが多いので、子どもも含めた集いの場の話が伺えてヒントになった。 

 

 【まとめ】 

＊地域の身近な場所に集いの場があることで、住民同士の交流を図ることができる。また高齢者に 

とっては日々の生きがいづくりや、認知症予防にもつながる。 

＊参加者の固定化が課題となっており、新しいメンバー（若い世代など）を呼び込むための工夫が

必要。 

＊参加者が高齢になり、車や徒歩での参加が難しくなった時の交通手段の確保等も今後の課題。 
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 【テーマ③】 「子ども・子育て」 
開催日：令和７年１月２８日（火） 場所：市役所コミュニティ棟 参加者：２６名 

 
 【内容】 
 ・第１部 事例発表 

① 「NPO法人ままとーん」の取組  

② 「つくば deプレイパークひろめ隊」の取組 

 

 ・第２部 グループワーク 

＊テーマ① グループ内での自己紹介、第１部の報告の感想 

＊テーマ② 「世代を超えたつながりを地域の中でつくるには？」 

 

 【グループワークからでたアイデア・意見】 

＊ 「まつり」を活かした多世代交流していくのが良い。 

＊プレイパークがあるとよいが、資格の必要性や、活動中の自由と安全のバランス確保が難しい。 

＊個人だとできることが限られるため、つながり＝人脈づくりから始めるのが良い。 

＊ゆるいつながりでもいいので、つながりあえる場が大切。 

＊若い世代と高齢者がなかなかつながりづらいが、70～80代は何かしたいという人が多く、 

そういった方が何かできる場を創出することを考える。 

＊近隣住民の声などにも対応しながら、広め方を考えていくことが課題。 

＊学校を開放し高齢者が常駐するなどして、子どもの見守りをしていけるといいのではないか。 

 

 【参加者からの感想】 

＊ままとーんの活動は、長く継続されていて素晴らしいと感じた。誰でも幼少時はあり、いずれ面白

い大人になるのでこの経験は素晴らしいと思った。 

＊今と昔で子どもたちの遊び方が違っているので、「ひろめ隊」のように場所を提供していくことが

必要なのかもしれないと思った。 

＊子どもたちが自分のやりたいことをやる、その考えは一番大切だと思う。 

＊今日具体的に活動内容を知ることができてとても良かった。 

＊子どもは将来の社会の担い手、大人社会は責任をもって育てる必要があると思う。 

＊子育て中だからお客さんという姿勢ではないままとーんのあり方が貴重だと思う。例えば市のか 

つての乳幼児学級のように、お互い支えあう関係が必要だと思う。 

   

 【まとめ】 

＊子育て世代と高齢者がなかなかつながれていない。まずは、ゆるいつながり・集まりから始めるこ

とで、顔の見える関係性をつくっていけると良い。 

＊個人でやれることにも限界がある。世代間交流としても、お互いにやってほしいこと・できること

を発信していけると良い。 

＊子育て世代も高齢者も、お互いに負担にならない程度の役割分担をどう作っていくかが課題。 
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④つくちゃん地域支えあい助成事業の推進 
➡地域の支えあいづくりを社協が応援 

※令和6年度は、12の取り組みを支援 

 

 【助成内容・種類】 

  □地域支えあい活動立ち上げ事業助成➡年間５０，０００円（1 回限り） 

✓地域で支えあい活動を立ち上げたい！始めたい！ 

  □地域支えあい活動運営助成➡年間３０，０００円（3回まで） 

   ✓地域で行われている活動を、広げたい！ 

  □ミニふれあいサロン助成➡１回３，０００円（年間上限９，０００円） 

   ✓みんなの「居場所づくり」をやってみたい！ 

 

 

 

 
⑤ふれあいサロン事業の助成 
➡ふれあいサロンは地域にあったカタチで運営され、体操、音楽、季節のイベントなどを取り入れ 

楽しく活動 

 

  □登録団体➡89団体（新規 1団体） 

  □ふれあいサロン情報交換会➡2回（うち 1回は圏域別に開催） 

  □ふれあいサロン活動費の助成➡助成総額2,026,000円 
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⑥コーディネーターのスキル向上 
➡ミーティングでの情報共有や、各種研修への参加 

 

  □ミーティングの開催➡年24回 

  □各種研修への参加➡全国社会福祉協議会・茨城県社会福祉協議会・さわやか福祉財団 

 
⑦関係機関との連携 
➡各種関係機関との情報共有 

 
  □1・2層 SC情報交換会➡年 11回 

  □圏域別ケア会議への参加 

  □市関係課、関係機関との情報共有 

 
⑧地域福祉アドバイザーとの連携 
➡・令和4年度から「田園調布学園大学 教授 和秀俊 先生」に地域福祉アドバイザーを依頼 

・ＳＣが抱えている課題の解決に向け一緒に考え、他市町村の事例などを用いアドバイスを 

いただいている 

 
  □情報交換会の実施（年 12回） 

  □地域支えあい会議へのゲスト出席（3圏域） 

   ➡専門家の立場から地域活動へのアドバイス 

 
⑨つくば市シルバークラブの活動支援 
➡市内 123 クラブを支援 

  スポーツや交流の場を通して「生きがい・健康づくり・介護予防」につながる活動を行っている。 
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⑩地域見守りネットワーク事業の推進 
➡今は健康だけど先々が不安、 一人暮らしは何となく心細い、 突然大きな災害が起こったら…

など様々な不安を少しでも減らし、地域で安心して暮らし続けられるよう、住民同士が協力して

見守りのできる仕組みづくりを推進 

 
 ＊ふれあい相談員による見守り推進 
➡身近な地域に住む「ふれあい相談員」や「見守り支援員」が、見守りを希望し対象者として登録 
して頂いた方のお宅への定期的な訪問や、日常生活の中でさりげない「見守り」をしている。 
また、必要に応じて、専門機関や行政と連携し、さらなる安心につなげている。 
 

□ふれあい相談員（118名）による見守り活動（通年） 

□ふれあい相談員懇談会（28回：7圏域） 

 
＊地域見守りネットワーク会議 
➡関係者間（ふれあい相談員、民生委員、区会関係者、地域活動関係者など）の地域の見守りに関

する情報共有を行い連携体制構築 
 

□小学校区単位などでの地域見守りネットワーク会議の開催 （22回：7圏域） 

 

 

＊地域の顔見知り拡大事業 

➡歩いて集まれる範囲で、ラジオ体操機器を貸出し、定期的にラジオ体操を行うことで顔見知り

の輪を広げる場をつくり、集まる方々の体調変化や安否確認、災害時などに声を掛け合える関

係づくりの拡大推進 

 

 □ラジオ体操ブーブーの貸出（3 ヶ所） 
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 ＊地域の絆フォーラム2025（2/19開催：参加者 150名） 
➡地域見守りネットワーク事業を、広く市民に知ってもらう機会として、また、様々な立場の方の発

言や議論を通じ、地域における連携のあり方やお互いに気にかけあうことの必要性について考

える機会として、フォーラムを開催 

 
【第 1部】 

基調講演 テーマ：「災害時に気づいた、顔見知りの大切さ！」  
（講 師）  

石巻市民生委員児童委員協議会  

会長 蟻坂 隆 （ありさか たかし）氏  

 

 

 

 

 

 

 

 
【第 2部】 

シンポジウム 「日々の地域活動が災害時の強みとなる！」  
（コーディネーター）  

日本社会事業大学院 福祉マネジメント研究科講師  

北川 進 （きたがわ すすむ）氏  

（シンポジスト）  

〇筑波地区民生委員・小田地区いきいき会議  

白石 通 （しらいし とおる）氏 【筑波圏域】  

「複数区会の連携に向けた取り組みと課題」  

〇茎崎地区民生委員 ・ 梅ヶ丘茶話会  

代表 深利 正子 （ふかとし まさこ）氏 【茎崎圏域】 

    「ふれあいサロンをはじめとする 様々な地域活動を通した地域のつながり」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめ】 
＊実際の災害時に「顔見知りから助けた」状況があったとのこと。災害が起きたから助け合うの 

ではなく、防災は日常の助け合いがあって達成されるとの話が印象に残った。 

＊日頃からのつながりが災害時だけでなく、地域での暮らしの様々な助けにつながるため、日々 

のあいさつや、会話などができる関係づくりの積み重ねが大切である。 
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（4）各圏域の取組 

 
 □地域支えあい会議（第 2層協議体） 
  ➡「支えあいの地域づくり」を進めていくために、「お互いに支えあいながら、地域で楽しく暮らして 

行くためにはどうすればいいか？」をテーマに、話し合う場。（14回：7圏域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

   支えあいの地域づくりは地域の様々な立場の方々が、顔を合わせ、話をすることから始まる。 

   テーマや進め方、参加者は圏域によって様々であるが、いま住んでいる地域が、 

「どんな地域になっていったらいいだろう？」「地域にどんな仕組みがあったらいいだろう？」 

などについて、参加者同士での情報交換をしながらみんなで話合う。 

 

 

 

  

みんなで一緒に集

まれる場所がある

といいね。 

自分たちの地域でも 

何かしてみようかな？ 

 

そ          

   もイイネ！ 

参考  せ ！ 

地域の方の「得意」を 

活かして、 

何かできそうかも！ 
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【各圏域の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【筑波圏域】 
人口：16,406名 高齢化率：38.72％ 

・市内の最北部に位置し、筑波山を中心とし

て筑波山神社やつくば道などの観光スポ

ットが点在し、市の貴重な観光資源となっ

ている一方、ハザードマップでは広範囲の

地域が水害や土砂災害の警戒区域となっ

ている。 

・住民同士のつながりが残る地域ではある

が、子どもや若い世代が減少しつつあり、

高齢化率は市内で一番高い。 

【大穂圏域】 
人口：20,277名 高齢化率：21.75％ 

・ほぼ平坦で、田畑や芝畑が広がっている

地域も見られる。 

・筑波研究学園都市建設により、振興住宅

地域が開発され、主に地区の東側には国

や民間の研究機関等もあり、近隣には商

業施設が点在している。 

 

【豊里圏域】 
人口：16,264名 高齢化率：25.20％ 

・地区の西部は昔ながらの集落でまとまり

があるため、伝統行事などが続けられて

いる地区が多い一方、少子高齢化が進ん

でいる。 

・東部は造成された団地やアパートがある

など市の中心部に近いため、若い世代が

多く住む便利な地域であるが、区会未加

入の世帯も多い。 

【谷田部西圏域】 
人口：52,402名 高齢化率：15.46％ 

・昔ながらの街並みが残る農村部、筑波研

究学園都市建設や東京一極のベットタウン

不足による昭和50、60年代にできた団

地もある。 

・つくばエクスプレス（TX）開発などの影響

による移住者もあり、人口は増加してい

る。 

 

【茎崎圏域】 
人口：22,788名 高齢化率：38.05％ 

・高齢者数が多く、75歳以上の後期高齢者

の割合が特に高くなっている。高い高齢化

率に比べて、介護保険認定者の割合は低

いことが特徴である。 

・定期的な行事や昔ながらの地区イベント、

奉仕活動など活発に活動が行われてい

る。 

【桜圏域】 
人口：62,169名 高齢化率：15.21％ 

・中心部は、つくば駅を中心にマンション、

戸建て、商業施設が増加。周辺部は、昔な

がらの街並みや田畑も多い。 

・人口増加率や高齢化率の差が大きく開い

ているなど、圏域内でも地域の特徴、課題

は様々。 

【谷田部東圏域】 
人口：68,039名 高齢化率：12.63％ 

・昭和 40年以降、筑波研究学園都市建設

により商工業が活性化し、道路整備や住

宅・団地・工場・緑地公園等の開発も進み

発展してきた。 

・近年は、つくばエクスプレス（TX）開発に

伴う、都市開発も目覚ましく、県内外から

多くの転入者が増加の一途をたどってい

る。都市機能と自然が融合した利便性の

高い環境である。 

 

※人口・高齢化率【令和 6年（2024年）10 月 1日現在：住民基本台帳】より 
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１５ 

大穂圏域

【ねらい】 【工夫】

【参加者の意見】

                  

                 

【ねらい】 【工夫】

【参加者の意見】

【内容】

                
     
          
              
             
        
                     
                

【内容】

                       
        

                      
                    
             

               
                  

                      
          

                     
                     
                

                       
                     
 

                      
                   

                      
            

                     
             

                      
                    

                     
                       
            

                      
      

                     
        

                     
               

                      
                      
 

                     
                     
              

                       
                   

          
     
             
                   
        
                  
                  
         

令和6年度 地域支えあい会議



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６ 

C   01 話し合いから生まれた「集いの場」
～ふれあいサロン 大 サクラ会の ち上 支援～

C   02 コ   ティスクール（CS との関 り
～社協との連携に けて～

ＳＣの関わりで心がけたこと
 学校の現状や課題を  し、各小学校区の CS活動に対する取り組み方や考えを理解するように心がけた
 CS活動と社協が連携できること、今後につながることは何かを意 して活動に参加した

                                      
                           

                    
                      
                  

                           
                                    
           

                                 
                                     
               

                          
                           
                                 

                                   
                  

                             

SCが関わった事例紹介

ニー ・課題

関わり

  

ニー ・課題

関わり

  

地方教育行政の組 及び運営に関する法 第 47条の5に規定する学校運営協議会を 入している学校のことをいいます。
コミュニティ・スクールは、学校運営に対して保護者や地域住民が参 し、学校運営協議会を通して教育に対する課題や目 
を共有し、 議することで、地域と一体となって子どもたちを育む学校づくりをすすめる仕組みです。

ＳＣの関わりで心がけたこと
 住民同士の話し合いに参加するなど、地域性の  と住民の考えに寄り添うことを心がけた

 新たな集まりが 理なく継続していくことを意 してもらい、全員が納 するカタチで進めていった

コミュニティスクールとは・・・・



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７ 

豊里圏域

             

              

                       
           

                     
                      
     

                      
                 

【ねらい】 【工夫】

                     
                     
                     
                

                     
              

【参加者の意見】

                     
      

                     
      

                     
                    
    

【ねらい】 【工夫】

                     
                     
         

                       
            

                      
                   

                 
                       
    

                       
                     
   

【参加者の意見】

                    
               

                    
              

                    
              

       
     
                  
        
                
                    

【内容】

       
               
                 
        
                   
                     
       

【内容】

令和6年度 地域支えあい会議



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８ 

C   01 地域交 ス ースを地域のたまり場に

～ター  ふれあいサロンの開 支援～

C   02    で  を  る交 を

～ 金   ふれあいサロンの活動支援～

                          
                                     
                             

                        
                                    
                

                         
                                      
          

                                
                               

                                   
                              

                                    
                                 
                              

  の関 りで心がけたこと
運営メンバーがやりたいことについてアイデアを出し、出来ることから間を置かずに始めたこと
参加者が楽しく参加できる内容と運営メンバーの負担が大きくならないようなバランスを保つこと

  の関 りで心がけたこと
地域のつながりや特性を なわないように、側面的に関わること
目的ややりたいことを共有・  しながら、必要時に関われるようにした

ニー ・課題

関わり

  

                               

                                    

        

                       

ニー ・課題

関わり

  

SCが関わった事例紹介
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【工夫】

                       
                      
     

                       
                      
                      
       

                       
                   

【参加者の意見】

                        
           

                       
                      
       

                        
        

【ねらい】 【工夫】

                   
                      
         

                    

                       
                        
                      

                        
                      

                        
                      

【参加者の意見】

                     
                  

                     
                     

                       
               

【ねらい】

     
           
                
               
        
           
               
               

【会議の流れ】

【内容】

谷田部西圏域
令和6年度 地域支えあい会議



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C   01 こどもたちと地域  の   交 の 続！
～ 取 小    クラブと地域  の ー ット交 支援～

ニー ・課題

関わり

  

ＳＣの関わりで心がけたこと
 令和5年度に実施した交流を継続、より広げることを心がけた
 ニックネームを用いるなど、 い時間でも しみが持てるようコミュニケーションの取りやすさを心がけた

C   02 いまあるつながりを生かしてみんなの集いの場に！
～ふれあいサロン 「サロン・ ルール」 開 支援～

関わり

  

ＳＣの関わりで心がけたこと
 地域の課題を共有し、すでにある地域のつながりを生かして、新たなつながりに広げる意 を
もってもらえることを心がけた
 地域の特性や住民の想いを確認しながら支援を行った

ニー ・課題

関わり

   地域に開かれたことで、一部の人だけでなく、誰もが参加できる場となった
 地域に新たなつながりができ、サロンを通した見守り、介護予防にもつながった

 ボランティア、児童 との調整
 令和5年度よりもつながりを広げるため、交流会の周知のチラシを作成し、シルバーク
ラブやふれあいサロンなどに声掛けを行った

 地域住民と小学生がつながる機会、交流の場を継続することができた
 新たなボランティア（協力者）も増え、つながりを広げることができた

 谷田部地区では、高齢者が多いが、サロンなどを通した見守り活動や交流の場など、
地域に開かれた場が少ないことが課題としてあった

 地域の課題やふれあいサロンの存在・考え方を知らせるなどの きかけを行った
 開かれた集いの場について必要性を感じて、すでにあった地域の集まりを開かれた集
いの場＝ふれあいサロンにしていくことになり、支援を行った

  取台小学校 近の地域では、新たに移り住んできた人も多く、世代間の交流が少ない
状況があった

  取台小学校児童クラブから、高齢者とのカーレット交流の話があったことをきっかけに、
令和5年度にカーレット交流を実施した

 カーレットを通した交流と交流から生まれたつながりを続けていきたいとの声があった

SCが関わった事例紹介
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   そ          
       ！

谷田部東圏域

             ！     

【ねらい】 【工夫】

             
                    
             

                      
                      
            

                     
                     

                      
                     
                    

【参加者の意見】

                     
                    

                     
                   
   

【ねらい】 【工夫】

                 
                     
                     
                    
             

                     
                    
       

                     
                

                     
       

【参加者の意見】

                      
                     
                      
                      

【内容】

                   
                    
        
          
                    
        
            
               
                    
         

                    
     
        
             
                   
             

【内容】

令和6年度 地域支えあい会議
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C   01 関係機関と連携し、生活支援サービスの  の  を  る！
～つくタクの使い方講 の開催～

  の関 りで心がけたこと
  の仕組みを活かす 生活支援の仕組みをつくることは難しいが、今あるものを活かすことはできる！
 い仕組みなので、「 しく」  してもらう 担当者の顔が見えて、  話をできる場をつくることで、

つくタクに対する「使いづらい」という住民の先入観を払しょくできるようにした。

C   02    いを つ活動   をつなぐ！
～ふらっとカフェ交流会の開催支援～

  の関 りで心がけたこと
SC 、関係 との連携 圏域・役割を超えて連携することで１人のSCだけではできない取り組みも 能に！
地域  が活動を 向 に進 られるような  を考える 自分達の活動の意 を再認 したり、同じ想い

を持つ「 間」がいることを実感することで、今後の活動も  ろう！と思えるような場になるよう意 した。

                               
                           

                                  
         

                        
                      
          

                               
                                       
                               

                                        
                                          
                              

                                       
                                      
          

ニー ・課題

関わり

  

ニー ・課題

関わり

                                         
                    

                                      
                                    

                                        
               

SCが関わった事例紹介



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２３ 

桜圏域

【ねらい】 【工夫】

【参加者の意見】

                  

             ！      

【工夫】

【参加者の意見】

                      
              

                      
        

                      
              

                       
                   

                      
        

                    
                   
        

                    
                  
             

                    
                

                      
            

                      
                   

          
                  
    
                  
         
                     
              
        
               
       
                       
       

【内容】

【ねらい】

                       
    

                      
                      
               

               
                 
                  
                    
    

        
                   
                   
                  
          

【内容】

                      
       

                     
                    
   

                     
               

令和6年度 地域支えあい会議
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C   01 食堂から地域のつながりを   ～さくらんぼ食堂の開設支援～

ＳＣの関わりで心がけたこと
 運営メンバーの想いをよく聞き、目 に向かって一緒に考えることを心がけた。
 既存で行われている地域食堂の取り組みを調べ、活動のヒントを情報提供した。

C   02    業とタイアッ した集いの場
～つくばセンターふらっとカフェ・  ンパスふらっとカフェの開設支援～

ＳＣの関わりで心がけたこと
 つくば市地域包括支援課をはじめ関係機関、他圏域SC同士の連携
 目的や目 の共有をし、開催後に振り返りの時間をつくった
 運営側の負担もできるだけ少なく、楽しめるような居場所を心がけた

                 
                    
                    
         

                      
               

                               
                        
            

                   
           

                    
         

                                      
                                      
               

                         
                         
                       

               
                             

SCが関わった事例紹介

ニー ・課題

関わり

  

                     
      

                   
                    
                   
   

                              

                   
          

                   
             

ニー ・課題

関わり
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筑波圏域

【ねらい】

【参加者の意見】

【内容】

【工夫】

【参加者の意見】

              考  

【工夫】

         ！    
  イ              ！

 コ   ティスクールの取組みを知る
                 

 情報交換
 自分の  地域の、   の関 りに
ついて

   を えた交 の第  交 の
アイデア

                       
           

                      
            

                       
                   

                      
                     
                    

                      
    

                      
                      
         

                      
                      
                    
            

                       
                      
              

                      
                     
                   

                      
                      
        

                      
                      
   

                      
                     
                     
                     
    

                      
                    
             

【内容】

【ねらい】

 開催  の  と共 
 情報交換
 イ ント  の  を共 ・  しよう
 たく んの にイ ントに ていた く
た には

                     
             

令和6年度 地域支えあい会議



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２６ 

C   01  活！  行事で高齢 とこどもたちの交 をつなぐ

C   02     や   交 、  を知る っかけに！

ニー ・課題

関わり

  

ニー ・課題

関わり

  

                                     
                                     
       

                                      
                 

                                     
           

                                
                            

                                   
                                  
                           

                                   
                     

                                     
                 

                                    
                     

                                

  の関 りで心がけたこと
 に がるよう、子 たちも高齢 も しく交 で る機会になるよう心 け、  の  が大 くなら

ないよう 整に  た
子どもたちの  や対応 の   などについて、事 に関係 と共 し交 に ん 

  の関 りで心がけたこと
  もやってみたい！と  てもらえるよう、誰か けが  を背 いす  、みんなで考え、みんなで 備
し、 みんなで 行する！を  しした

 い い な  、年齢などに関係なく、自由に 見を し合ったり、活動で る   づくりに  た

                                   
                    

                                    
        

～筑波地   イ ントの 続開催を支援！～

～   務 育  １ 年と地域の 々との   交 支援～

SCが関わった事例紹介



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茎崎圏域

【内容】

【工夫】

【参加者の意見】

                 

                   

【ねらい】 【工夫】

【参加者の意見】

                       
                    

                      
         

                      
               

                      
                       
                     

                       
                 

                      
                  

                      
                     
           

                       
                       
             

                        
                 

                      
                       
              

                       
                      

                
                       
                     
                

                      
        

                       

             
                       
   
     
            
            
        
               
                     

【ねらい】

【内容】

             
     
                       
          
        
        
                      
                        

令和6年度 地域支えあい会議
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２８ 

C   01    体の交 会開催に向けた   支援
～茎崎 ランティアふれあい交 会の開催～

ＳＣの関わりで心がけたこと
 運営メンバーの思いをくみとり、要所で支援・提 することで、住民主体の大きな交流会として
成 できるよう心がけた
 運営側としてもためになる話を聞け、地域住民とともに楽しめることができるようにした

C   02 地域  で行う食事サービスの  に向けて

ＳＣの関わりで心がけたこと
 負担感を軽減しつつ、地域住民のやる気を大切にするために、まず最 はできる範囲から始めるイメージを
共有しながらすすめた

 事務作業はSCで行い、調理関係の話や協力者 しは地区の方におまかせすることで、それぞれの 意分 
を活かしながら役割分担をしていった

 地区の民生委員から、食事サービスを茎崎圏域で実施してみたい、地区の食
生活改 推進員もやる気でいるので、何か始められないかと相談があった

 以前は社協事業として行っていたため、地域住民 自で何ができるか話し
合いを行った

 会場や運営費用、ボランティアの確保、運営方 など ち合わせ
 助成金の 内及び申請手続きの支援

 食事を提供することを通して、高齢者の見守り活動、安否確認、  感の解
 につながる

 食事ボランティア側も社会活動への参加による じこもり防止の  がある
 高齢者への  バランスの取れた食事提供ができる

 茎崎のボランティア団体で組 されている茎崎ボランティア連 会が
主体となって開催しているものであり、社協との共催に向けた相談が
あった

  合せを重ね、どういったテーマ・内容とするか話し合いを行った
 住民がやりたいと思っていることから、 した内容の講 やメニューを提 
 講師との連 調整や周知用のチラシ作成

 多くの参加者が集まり、茎崎ボランティア連 会の活動を広めるきっかけ
とすることができた

 ボランティアのみならず、地域住民との交流を図ることができた

ニー ・課題

関わり

  

ニー ・課題

関わり

  

                  

        
          
         
   

SCが関わった事例紹介



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２９ 

第 章  年度の り りと 年度に向けて
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つくば市 福祉部 地域包括支援課

〈問合せ先〉

社会福祉法人つくば市社会福祉協議会

〒300-3257

つくば市筑穂1-10-4 大穂庁舎内

029-879-5500

tiki@tsukuba-swc.or.jp
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